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授業の充実に向けた重点的な取組

家庭（地域）への発信内容（協力依頼事項）
※家庭で取り組んでほしい内容や地域の方に知っておいてほしい内容

　学校の教育活動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。おかげさまで、生徒は授業や諸活動に積極的
に取り組むことができています。地域のみなさまの見守りも含め、感謝しております。
・基礎学力、及び、学校での学習内容の定着を深めるためには、家庭学習の充実や学習時間の確保が効果的で
す。家庭学習の計画を立てたり、ポイントを絞った学習に苦手意識をもったりする生徒もいるようです。ご家庭でお
話いただき、苦手な部分を共有、改善することで、前向きに学習に取り組むヒントをご確認いただければと思いま
す。
・スマートフォン、携帯電話の普及に伴い、一部の生徒の中ではSNSや動画視聴の長時間利用があるようです。ご
家庭において、使い方のルールやマナーをご確認いただければと思います。

数学

【国語】
・基礎学力の定着に努めていく。
・文章に書かれていることを、根拠をもとに読み取り、自分の考えをもてるようにしていく。
【数学】
・説明すべき事柄について、その根拠と成り立つ事柄を示して理由を説明するようにしていく。
【理科】
・「エネルギー」と「地球」を柱とする領域の学習活動の充実に努めていく。
・ある事象について考察を行う際、話合い活動などを通して多角的・総合的に考えられるように、学習活動を展開し
ていく。

・基本的な生活リズムにばらつきがあること。
・家庭学習を計画的に行うこと。

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果の分析及び活用について

調査結果の分析と考察

質問紙

・学校生活において、自らの活動や自分のよいところに
ついて先生が認めてくれていると感じている。
・他が困っているとき、助けたり、役に立ちたいと思ってい
る割合が多い。
・話し合い活動では互いの意見を尊重することで、自分
の考えを深め、広げることにつながっている。

伊勢原市立山王中学校

・「図形」の領域において、三角形の合同条件を理解でき
ている。
・「データの活用」の領域において、傾向を的確に考察
し、数学的な表現を用いて説明することができている。

国語

学校名

課題

理科

・「生命」を柱とする領域において、既習概念や条件を考
慮し、分析、解釈することができている。
・「粒子」を柱とする領域において、実験結果を考察、検
討し、実験の計画を改善することができている。

・「エネルギー」「地球」を柱とする領域において、既習知
識を活用し、分析、解釈、考察すること。

・1次関数の変化の割合の意味を理解すること。
・筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明するこ
と。

・知識及び技能の（１）言葉の特徴や使い方に関する事
項において、正答率が高い傾向にあり、特に語句につい
て理解できている。
・思考力、判断力、表現力等のＡ話すこと・聞くことにおい
て、聞き手の興味・関心などを考慮して、表現を工夫する
ことができている。

・場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、
描写を基に捉えること。
・漢字と行書とそれに調和した仮名の書き方を理解する
こと。

特長


